
　

　
こ
の
度
、
前
期
に
引
き
続
き
、
自
民
党
議
員
会
の
会
長
を
拝
命
し
ま
し
た

中
山
勝
二
で
す
。

　
前
期
は
、
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
４
年
経
過
し
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
解
決

さ
れ
な
い
も
の
も
多
く
、
早
急
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
、
社
会
保
障
費
の
財
源
の
捻
出
、
東
京
一
極
集
中

な
ど
、
全
国
的
に
見
る
と
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
多
く
の
課
題
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
「
地
方
創
生
」
「
地
域
経
済
の
活
性

化
」
な
ど
、
地
方
が
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
役

割
は
、
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
状
況
を
見
て
み
る
と
、
今
期
は
、
全
国
的
な
課
題
の
ほ
か
に
、

「
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
周
辺
整
備
」
「
公
共
交
通
」
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
」
な
ど
、
本
市
独
自
の
大
き
な
課
題
を
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
特
に
、
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
「
地
方
創
生
」
「
地
域
経
済
の

活
性
化
」
の
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
内
事
業
者
や
市
民
の
皆
様

が
主
役
と
な
っ
て
、
多
く
の
力
を
結
集
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
　
そ
こ
で
、
今
期
、
わ
が
会
派
と
し
て
は
、
市
内
の
各
種
業
界
団
体
や
市
民

の
皆
様
と
懇
談
会
な
ど
を
開
催
し
、
「
お
知
恵
」
を
拝
借
す
る
と
と
も
に
、

「
地
方
創
生
」
「
地
域
経
済
の
活
性
化
」
の
た
め
の
方
策
や
今
日
的
な
課
題

な
ど
、
建
設
的
な
話
し
合
い
を
し
て
、
議
会
へ
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
議
会

の
役
割
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
き
た
い
と
、
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率
は
、
前
回
よ
り
も
低
い

40
・
73
％
で
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
投
票
率
向

上
の
取
り
組
み
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
懇
談
会
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
皆
様
に
接
す
る

よ
う
な
工
夫
を
し
て
、
議
会
・
議
員
が
市
民
の
身
近
な
存
在
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
広
報
誌
も
、
大
い
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
期
の
わ
が
会
派
は
、
17
人
の
大
所
帯
で
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
議

長
・
副
議
長
を
擁
す
る
市
議
会
の
最
大
会
派
と
し
て
、
責
任
を
持
っ
て
本
市

議
会
を
リ
ー
ド
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
こ
の
「
夢
・
う
つ
の
み
や
」
で
、
わ
が
会
派
の

議
会
で
の
取
り
組
み
を
発
信
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 自

由
民
主
党
議
員
会

　

会
長
　
中

山

勝

二



平
成
27
年
度
予
算
に
計
上

さ
れ
た
子
育
て
支
援
に
係

る
主
な
取
り
組
み

■
教
育
・
保
育
施
設
等
へ
の
給

付
・
助
成
の
拡
充

■
教
育
・
保
育
施
設
等
の
整
備

促
進 

○
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
や
、

保
育
所
の
増
改
築
、
地
域
型

保
育
事
業
の
整
備
を
実
施
し
、

32
か
所
の
施
設
で
、
合
わ
せ

て
定
員
を
５
２
６
名
増

■
子
ど
も
の
家
事
業
の
充
実

○
概
ね
10
歳
未
満
の
小
学
生
か

ら
、
全
学
年
へ
受
入
を
拡
大

○
１
ク
ラ
ス
当
た
り
の
人
数
を

70
人
以
下
か
ら
60
人
以
下
に

減
ら
し
、
指
導
員
数
を
拡
充

し
、
よ
り
き
め
細
か
い
対
応

を
実
施

■
結
婚
の
希
望
を
か
な
え
る
支

援
○
結
婚
観
醸
成
の
た
め
の
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
支
援
事
業
と
し

て
、
若
年
層
対
象
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
形
成
支
援
セ
ミ
ナ
ー

や
、
結
婚
を
希
望
す
る
男
女

向
け
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催

○
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
事
業

所
等
へ
の
啓
発
事
業
を
実
施

○
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
し
た
若
者
の
交
流
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の

提
供

○
結
婚
・
育
児
ア
ド
バ
イ
ス
紹

介
集
の
作
成

■
本
市
独
自
の
子
育
て
支
援
の

充
実

○
保
育
料
の
軽
減
を
拡
大

・
世
帯
の
所
得
に
応
じ
、
本
市

独
自
に
保
育
料
軽
減
を
拡
大

○
教
育
・
保
育
施
設
等
へ
の
助

成
・
発
達
支
援
児
保
育
事
業
費
補

助
金
を
拡
充
し
、
発
達
支
援

児
を
受
け
入
れ
る
保
育
所
等

の
人
件
費
・
設
備
費
の
助
成

を
拡
大

・
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
提
供

事
業
費
補
助
金
を
創
設
し
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
も

つ
児
童
へ
の
対
応
に
必
要
な

人
件
費
を
助
成

・
看
護
師
等
雇
用
費
補
助
金
を

創
設
し
、
児
童
の
健
康
管
理

の
充
実
を
図
る
た
め
、
看
護

師
等
の
確
保
に
必
要
な
人
件

費
を
助
成

・
認
可
外
保
育
施
設
利
用
児
童

支
援
費
補
助
金
を
創
設
し
、

保
育
の
必
要
性
の
支
給
認
定

を
受
け
て
も
、
認
可
施
設
が

利
用
で
き
な
い
た
め
認
可
外

保
育
施
設
を
利
用
す
る
世
帯

へ
利
用
料
の
一
部
を
助
成

○
返
還
免
除
型
育
英
修
学
資
金

貸
付
制
度
を
創
設
し
、
大
学

等
へ
の
入
学
者
を
対
象
に
、

教
育
費
の
負
担
軽
減
と
本
市

へ
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、

一
定
期
間
の
居
住
を
条
件
に

返
還
を
免
除
す
る
。
（
27
年

度
は
制
度
周
知
と
募
集
、
28

年
度
か
ら
貸
付
開
始
）

○
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に

お
い
て
、
小
学
校
６
年
生
ま

で
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が

不
要
　
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成

対
象
年
齢
に
つ
い
て
は
、

先
の
第
一
回
定
例
会
一
般

質
問
で
、
佐
藤
市
長
か
ら
、

平
成
28
年
度
中
に
中
学
三

年
生
ま
で
拡
大
す
る
と
の

方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
ひ
と
り
親
の
就
労
、
生
活
、

子
育
て
支
援
の
充
実

○
現
在
の
手
当
等
を
再
編
し
、

生
活
面
と
就
労
に
よ
る
自
立

を
支
援
す
る
ひ
と
り
親
家
庭

支
援
手
当
を
支
給
す
る
と
と

も
に
、
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
就
労
支
援
事
業
の
拡
充
や
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
利
用
料
の
一
部
助
成
な

ど
を
実
施

■
婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
家

庭
へ
の
支
援
の
充
実

○
婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
家

庭
に
対
し
、
子
育
て
サ
ー
ビ

ス
等
の
負
担
軽
減
等
を
図
る

た
め
、
税
法
上
の
寡
婦
（
夫
）

と
同
様
の
扱
い
と
す
る
こ
と

と
し
、
保
育
料
な
ど
を
軽
減

　
宇
都
宮
市
で
は
、
平
成
29
年
度
に
人
口
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
、
本
格
的
な
人
口

減
少
・
少
子
超
高
齢
化
社
会
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
27
年
度
に
、
市
の
人
口
の
現
状

と
将
来
の
展
望
を
提
示
す
る
「
宇
都
宮
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
、
今
後
５
カ
年
の
目
標

と
取
り
組
み
を
示
す
「
宇
都
宮
市 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
総
合
戦
略
」
で
は
、
人
口
減
少
対
策
の
鍵
と
な
る
、
「
人
口
の
自
然

増
」
「
人
口
の
社
会
増
」
「
都
市
基
盤
の
形
成
」
の
視
点
に
立
っ
た
目
標

や
取
り
組
み
を
検
討
し
、
そ
の
中
で
、
「
人
口
の
自
然
増
」
の
取
り
組
み

と
し
て
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
施
策

に
つ
い
て
も
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
由
民
主
党
議

員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
施
策
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
　
今
後
も
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お
聞
き
し
、
市
に
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。



第
三
回
定
例
会

　前期から掲載を続けてきた「Ｌ
ＲＴに関するトピック」を今期も
継続し、市民の皆様に、ご理解い
ただくとともに、身近なものとし
て感じていただき、さらに、話題
づくりにも貢献していきたいと考
えています。
　今回は、最新の需要見込み、運
営の採算見込みなどについて、報
告していきたいと思います。
　これまでにも、沿線企業ヒアリ
ングや沿線従業者アンケート等に
より、需要見込みの予測を行って
きました。そして予測の精度をさ
らに高めるため、平成26年度には、
「県央広域都市圏生活行動実態調
査」を実施し、先頃、その成果を
活用し需要予測したデータが発表
されました。

　それによれば、開業予定の平成
31年には、最小予測（事業採算性
を確認するため）で１日あたり
15,299人（往復）、最大予測（必要
な輸送能力の確保や施設規模を把
握するため＜速達性や輸送力を強
化する快速あり＞）で１日あたり
23,200人（往復）となりました。こ
の予測には、以前の予測と違い、
７市７町における将来の交通需要
に基づく通勤、通学に加え、業務、
私事が含まれており、かなり実態
に近い予測となっていると思われ
ます。
　一方で、この数字には、休日の
利用や、７市７町以外の在住者の
利用は含まれておらず、更にはイ
ベント時などの利用も含んでいま
せん。あくまで、平日のみの予測

ですので、私たちは、これまで以
上に、更に需要見込みは確かなも
のと考えています。
　また、これらの需要見込みを活
用して、運営の採算見込みの評価
を行っています。これによれば、
①　各駅停車のみの運行や、Ｌ
ＲＴ沿線の工業団地従業者数
の減少など、事業採算性の確
保を目的とした「最小需要ケ
ース」に基づき採算のシミュ
レーションを行った結果、収
入額は、支出の最大額とほぼ
同程度の数字であり、これま
で以上に採算の見通しが高ま
る結果となりました。
②　快速運行や制限速度の緩和
による速達性の向上、ＬＲＴ
沿線の工業団地従業者数の増
加などを前提とした「最大需
要ケース」に基づき採算のシ
ミュレーションを行った結果、
収入額「15.37億円＋α」は、
支出の最大額「11億円」を大き

く上回り、十分に採算が見込
めるとともに、より安定した
事業運営ができるようになる
ことが判明しました。
　これら評価では、いずれの場合
でも、採算が見込めることが判明
し、事業実施の可能性は、更に高
まっていると思われます。この評
価で、特に重要なのは、ピーク時
には４分間隔で運行し、快速運行
を実施し、利用者の利便性を高め
ても、その投資が十分に回収でき
るということであります。
　これらのことから、このＬＲＴ
事業は、ただ計画し運行するだけ
でなく、人を惹きつける魅力を持
たせることができ、利用者に夢を
与えることができる事業になる可
能性が出てきたと思われます。こ
れは、すばらしいことではないで
しょうか。
　わが会派では、一日も早い運行
開始を願い、今期も取り組んでま
いりたいと思います。

　
―
宮
も
の
づ
く
り
と
宇
都
宮
共
同

高
等
産
業
技
術
学
校
に
つ
い
て
、
も

の
づ
く
り
の
人
材
育
成
、
若
者
の
就

労
支
援
の
拠
点
施
設
で
あ
る
同
校
に

対
す
る
支
援
の
拡
大
・
充
実
を
。
同

校
に
宇
都
宮
の
伝
統
工
芸
を
維
持
継

承
す
る
た
め
の
人
材
育
成
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
施
設
の
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
大
規
模
改
修
や
代

替
施
設
を
検
討
す
べ
き
。

佐
藤
市
長
　
も
の
づ
く
り
に
関
わ
る

人
材
の
育
成
と
伝
統
工
芸
の
維
持
・

継
承
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
同
校
の
校
舎
は
整
備
後
47
年

目
を
迎
え
た
。
環
境
改
善
に
向
け
た

施
設
改
修
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

◆
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

◆
た
ば
こ
税
の
活
用
の
あ
り
方
に
つ

い
て

◆
指
定
金
融
機
関
に
つ
い
て

◆
上
下
水
道
行
政
に
つ
い
て

◆
消
防
行
政
に
つ
い
て

　
―
中
心
市
街
地
に
お
い
て
賑
わ
い

の
創
出
や
地
域
経
済
の
活
力
向
上
を

図
る
た
め
、
民
間
主
体
の
取
り
組
み

の
推
進
が
必
要
。

佐
藤
市
長
　
官
民
一
体
と
な
っ
て
各

種
施
策
・
事
業
に
取
り
組
み
、
活
力

と
賑
わ
い
あ
る
中
心
市
街
地
の
形
成

を
図
る
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

◆
本
市
職
員
の
人
材
育
成
と
女
性
職

員
の
活
躍
推
進
に
つ
い
て

◆
出
資
法
人
の
果
た
す
役
割
に
つ
い

て
◆
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
つ

い
て

◆
衛
生
環
境
試
験
所
の
新
た
な
組
織

体
制
に
つ
い
て

◆
第
２
次
宇
都
宮
市
特
別
支
援
教
育

基
本
計
画
に
つ
い
て

◆
小
中
学
校
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

に
つ
い
て

◆
仮
称
宇
都
宮
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
に
つ
い
て

　
―
平
成
27
年
度
予
算
案
は
、
過
去

最
大
規
模
と
な
り
、
さ
ら
に
補
正
予

算
に
よ
る
32
億
円
の
前
倒
し
も
含
め
、

積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
示
さ
れ
、

大
い
に
期
待
し
て
い
る
。
自
民
党
議

員
会
の
要
望
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
か
。

佐
藤
市
長
　
最
重
点
要
望
事
項
で
あ

る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
対

策
を
は
じ
め
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
含
め
た
公

共
交
通
網
の
整
備
充
実
、
雨
水
・
水

害
対
策
な
ど
を
積
極
的
に
予
算
計
上

し
た
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
（
今

後
の
行
財
政
改
革
、
少
子
化
対
策

の
取
り
組
み
、
国
地
方
創
生
対
策
、

北
関
東
中
核
市
と
連
携
し
た
取
り

組
み
な
ど
）

◆
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

つ
い
て

◆
新
中
間
処
理
施
設
に
つ
い
て

◆
米
消
費
拡
大
に
つ
い
て

◆
今
後
の
墓
地
整
備
に
つ
い
て

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
都
市
交
通
戦
略
②
道
交
法
改
正

に
よ
る
自
転
車
安
全
対
策
③
Ｉ
Ｔ

Ｃ
活
用
の
推
進

◆
福
祉
政
策

・
介
護
職
員
の
人
材
確
保
と
質
向

上
・
処
遇
の
改
善
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
市
民
周
知
・
地
域
密
着
サ
ー

ビ
ス
公
募
　
ほ
か

◆
競
輪
事
業

◆
教
育
問
題

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
国

際
教
育
の
推
進
②
国
際
観
光
の
推

進
と
外
国
人
の
誘
客
促
進
③
公
共

施
設
か
ら
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
発
信

◆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

・
「
色
覚
検
査
」
希
望
者
の
眼
科
受
診
推
進
　
ほ
か

◆
若
者
の
地
域
参
加
と
結
婚
対
策

◆
在
宅
医
療
・
介
護
の
充
実

◆
駒
生
湿
地
の
自
然
環
境
保
護
と
射

撃
場
跡
地
の
活
用

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
北
開
東
中
核
市
連
携
会
議
②
公

共
工
事
円
満
な
施
工
確
保
③
大
手

地
区
開
発
④
神
社
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り

◆
ふ
る
さ
と
納
税

◆
東
部
区
画
整
理
事
業

◆
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
新
設
と
右
折

専
用
レ
ー
ン

◆
松
田
新
田
浄
水
場
・
茂
原
の
放
射

性
廃
棄
物
の
管
理

◆
中
高
一
貫
教
育
と
小
中
一
貫
教
育

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
保
育
所
等
に
お
け
る
子
育
て
支

援
制
度
②
感
染
症
・
が
ん
検
診
対

策
③
Ｌ
Ｒ
Ｔ
④
自
治
会
活
動
の
重

要
性
と
活
動
促
進
の
た
め
の
財
政

支
援

◆
「
発
達
障
が
い
」
に
つ
い
て

・
発
達
障
が
い
に
対
す
る
理
解
促

進
・
認
定
と
そ
の
後
の
対
策

◆
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

◆
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
・
設
置
の
目
的
と
期
待
さ
れ
る
役
割

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の
策
定
②
東

西
基
幹
公
共
交
通
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
」
の
整
備

推
進
③
国
勢
調
査
の
実
施
に
お
け
る
新

た
な
取
り
組
み
④
教
育
委
員
会
制
度
改

革
へ
の
対
応
⑤
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

◆
女
性
の
活
躍
推
進

◆
空
き
家
対
策

◆
下
水
道
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

◆
鳥
獣
被
害
対
策

◆
北
西
部
地
域
の
活
性
化

・
宇
都
宮
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
拠
点
充
実



　宇都宮市議会は5月20日、

平成27年第2回臨時会を開き、

第70代議長にわが会派の熊本

和夫議員、第80代副議長に同

じくわが会派の小林紀夫議員

を選出しました。

　表紙の会長挨拶の中にもありましたように、多くの皆様のご意見・

ご要望など、広く伺う機会を設けて行きたいと考えています。

　今までにも、議員各個人として広聴活動は行ってきたところであり

ますが、さらに推進し、会派として、議会への反映をしていきます。

　そして、懇談会の結果などを、この広報誌において、お知らせして

行きたいとも考えております。

　広報局が窓口となり、日程・場所・出席者等の調整をしてまいりま

す。どうぞよろしくお願い致します。


